
崎
弘
一
切
七
時
相
模
強
震
調
査
報
告

隼

田

公

地

一
、
緒

昌

昭
和
四
年
七
月
二
十
七
日
午
前
七
時
四
十
八
分
頃
後
現
し
た
相
模
、
甲
斐
図
境
附
近
に
震
央
を
有
す
る
地
震
は
、
相
模

一
帯
に
強
震
を
戚
ぜ
し
め
、
同
地
方
に
相
営
の
被
害
を
被
ら
し
た
も
の
で
あ
っ
℃
、
共
の
震
域
は
関
東
地
方
及
中
部
地
方

杢
般
、
近
畿
の
東
部
及
奥
mm
地
方
南
部
に
百
一
A
Y
E

又
会
図
殆
ど
全
部
の
微
動
計
に
記
録
を
穫
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
昭
和

三
年
五
月
二
十
一
日
東
京
湾
に
起
っ
た
地
震
よ

b
も
規
模
少
し
く
大
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
著
者
は
本
墓
地
震
掛
の
一
員

と
し
て
本
地
震
の
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
地
方
観
測
所
所
長
の
御
好
意
に
よ

h
中
央
気
象
墓
宛
さ
ら
れ
た
本
地
震
記

象
紙
潟
し
を
基
と
し
て
調
査
を
な
す
乙
と
を
得
た
。
設
に
調
査
結
果
を
報
告
す
る
に
や
回
っ
て
各
観
測
所
長
の
御
好
意
を
厚

く
謝
す
次
第
で
あ
る
。

本
地
震
は
勢
力
大
な
る
上
に
震
源
浅
く

B

不
連
緩
屠
よ
λ

ソ
浅

3
に
存
し
℃
わ
た
結
果
、
一
P
波一
S
波
の
観
測
を
得
て
相
営

'
興
味
あ
る
結
果
を
得
た
。

次
に
本
調
査
の
概
要
を
翠
ぐ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

'ヒ



震度分布固

一
一
、
走
時
曲
線
及
各
波
の
速
度

(
p
校
、
一
P
波
、

s
波
、
一
S
波
)

一
、
震
央
の
決
定
(
石
川
、
和
建
雨
氏
の
初
期
微
動
継
績
時
間
の
比
に
よ
る
法
)

八‘

三
、
震
源
の
深
さ
の
決
定

四
、
不
連
鎖
屠
の
深

3
の
決
定

の
関
係
及
震
央
距
離
と
の
関
係

第一回

五
、
三
種
の
初
期
微
動
継
績
時
間

(
F
l一S
、
P
1豆
、

p
l
s
v
と
震
源
距
離
と

~~ 

酔討議揖~~ヨ

~知ヰミ討J 略号

淵

〉手

一
、
震
央
の
決
定

本
地
震
の
震
央
の
決
定
に
先
立
ち
、
本
地
震
の
観
測
結
果
を
左
に
掲
げ
る
。
但
し
観
測
値
は
大
部
分
著
者
が
記
象
紙
か

ら
直
接
譲
取
っ
た
値
で
あ
る
が
、
接
震
時
と
著
者
の
験
測
し
得
・
な
か
っ
た
観
測
所
の
値
は
気
象
要
覧
か
ら
借
用
し
た
。
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同。ω
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閉
山
・

J
J

刊一~

本
地
震
の
震
央
が
陸
地
に
あ
る
事
は
明
で
あ
っ
て
、
叉
乙
の
震
央
附
廷
に
で
震
央
を
閏
む
観
測
所
が
多
く

B

旦
芙
の
各

夫
等
観
測
所
の

p
!
S
値
が
可
成

b
正
確
で
あ
る
と
云
ふ
粘
か
ら
、
震
央
を
決
定
す
る
に
著
者
は
、
石
川
i
!
和
注
の
初

期
微
動
縫
緩
時
間
の
比
に
よ
る
震
央
の
決
定
誌
を
使
用
し
た
。

白
石
川
氏
に
依
れ
ば
二
割
測
所
の

p
!
S
値
の
比
め
軌
跡
で
あ
る
固
の
宇
径
を
R
と
す
れ
ば

見

11 

，~I ロ
己 I ，~

で
あ
っ
て
、
日
は

p
l
S
値
の
小
な
る
観
測
所
か
ら
雨
観
測
所
問
の
距
離
を
p
l
s
値
の
比
で
内
分
し
た
勤
ま
で
の
五
雄

で
あ
っ
て
，
h

的
は

p
l
s
値
の
大
な
る
観
測
所
か
ら
同
内
分
勤
ま
で
の
距
離
で
あ
る
。

此
の

P
1
S
値
の
比
の
軌
跡
を
求
む
る
銭
に
用
ひ
た
観
測
所
は
本
震
の
震
央
の
四
方
を
国
み
、

p
l
s
値
が
明
瞭
に
護
み

取
れ
た
震
央
に
最
も
近
い
、
街
、
演
、
沼
津
、
甲
府
.
東
京
、
熊
谷
、
布
良
、
前
橋
、
松
本
の
一
八
箇
所
の

p
!
S
値
を
用
ひ

た
是
等
八
箇
川
の
組
A
口
に
際
し
℃
百
八
箇
所
全
部
の
組
合
を
行
へ
ば
一
番
有
効
な
誇
で
あ
る
が
、
そ
の
中
横
演
、
沼
津
、

甲
府
、
熊
谷
が
卒
に
丁
度
震
央
の
前
後
左
右
と
も
言
ふ
べ

3
十
字
の
位
置
に
あ
る
の
で
此
の
四
箇
所
の
"
観
測
所
を
本
と
し

て
他
の
観
測
所
と
の
組
人
口
を
行
へ
ば
充
分
で
あ
る
と
思
ふ
。
故
に
横
演
と
他
の
七
箇
所
の
観
測
所
と
の
組
A
口
に
依
る
七
筒



の
圏
、
沼
津
と
他
の
六
箇
所
の
観
測
所
と
の
組
合
に
依
る
六
箇
の
園
、
甲
府
と
他
の
五
箇
所
の
観
測
所
と
の
組
合
に
依
る

五
箇
の
問
、
熊
谷
と
他
の
四
箇
所
の
観
測
所
と
の
組
合
に
依
る
四
箇
の
図
、
印
二
十
二
箇
の
軌
跡
の
国
を
求
め
て
、
乙
れ

を
百
寓
分
の
一
の
地
国
上
に
記
入
し
、
和
達
氏
の
方
法
に
依
っ
て
、
其
等
各
二
回
の
共
遁
弦
の
交
知
子
}
求

U
る
時
、
共
の

交
黙
の
配
布
を
見
る
に
第
二
固
に
一
不
す
如

3
分
布
と
な
る
が
、
其
の
分
布
の
路
中
心
に
於
て
最
も
多
く
其
の
共
遁
弦
が
交

錯
す
る
箇
所
が
あ
る
。
却
ち
此
の
箇
所
を
震
央
と
す
る
。

乙
の
震
央
を
他
の
方
訟
で
検
し
て
見
る
に
、
等
p
l
S
線
に
依
る
震
央
は
殆
ど
乙
の
震
央
と
一
致
し
、
初
動
方
向
に
依

れ
ば
、
震
央
は
稿
南
東
に
偏
す
る
傾
向
は
あ
る
が
矢
張
h
J
路
一
致
す
る
の
で
あ
る
ご

故
に
乙
の
地
黙
を
震
央
と
確
定
し
℃
其
の
位
置
を
求
む
る
に
、

震
央

相
模
も
甲
斐
図
一
説
大
群
山
の
南
麓

東
径
一
三
九
度
五
分

北
緯
三
五
度
三

O
分

と
な
る
。
乙
の
位
置
は
丹
海
の
約
西
北
西
に
営
b
，
酒
匂
川
の
支
流
河
内
川
の
水
源
附
近
で
あ
る
。

一
一
、
走
時
曲
線
及
各
波
の
速
度

(
p
波
、
一
P
波
、

S
波

j
s
波
)

第
一
一
岐
に
於
て
求
め
た
る
震
央
を
本
と
し
、
百
一
品
分
の
一
の
地
国
上
よ

b
各
観
測
所
の
震
央
を
求
め
、
乙
の
震
央
距
離
と

各
観
測
所
の
報
告
に
よ
る
後
震
時
と
の
闘
係
を
求
ひ
る
時
は
第
四
国
に
一
不
す
如
き
縦
波
の
走
時
曲
線
を
得
る
。

引
っ
一
P
波
走
時
曲
線



J) 

二
四



次
に
記
象
紙
J
T
え
る
に
縦
波
中
明
ら
か
に
二
段
に
な
れ
る
観
測
所
が
あ
る
。
而
し
て
乙
の
縦
波
の
二
段
と
な
れ
る
観
測
所

は
震
央
距
離
二
百
二
粁
な
る
名
古
屋
及
び
そ
れ
よ
A
Y
大
な
る
震
央
距
離
に
あ
る
観
測
所
の
記
象
紙
に
見
出

S
れ
た
。
却
H
疋

は
不
連
結
棋
屠
が
存
在
し
‘
震
源
が
不
連
緩
屑
よ

b
浅

3
所
に
位
置
す
る
翁
に
出
現
し
た
る
波
で
あ
っ
て
、
所
謂
一
P
波
の
出

現
で
あ
る
υ

依
っ
て
此
の

p
波
と
一
P
波
と
の
夜
震
時
差
印

p
l
F
を
験
測
し
て
見
る
に
次
の
表
の
如

3
結
果
を
得
た
。

植

古

p
i
一P

屋島阪戸岡島

歌

親

測

表一一・穴
七
二
一

七
・
七

一
0
・一

一0
・五

一一・四

境抑l和仙京岐

本 山 室 都 阜

一一一・一一一
七
・
二

七
・
一

八
・
五

一三・九

一
二
・
八

徳豊制!大幅名

斯
し
て
得
ら
れ
た
p

|
一P
値
を
各
観
測
所
の
報
告
に
よ
る
後
震
時
に
加
へ
て
(
徳
島
、
授
は
恥
句
集
時
の
誤
差
大
と
思
は

る
る
故
に
除
く
)
一
P
波
の
接
震
時
を
求
め
て
、
震
央
距
離
と
の
関
係
を
求
む
る
に
よ
く
一
直
線
上
に
遮
る
乙
と
を
知
る
印

第
四
国
中
-P
波
走
時
曲
線
で
あ
る
。

此
の
一
P
波
の
走
時
曲
線
は
震
央
附
近
の
縦
波
法
震
時
線
と
よ
く
連
る
。
震
央
附
近
の
縦
波
殺
震
時
は
却
も
一
P
波
の
殺
震

(ロ)時
P で
波あ
走る
時か
曲ら
線 で

あ
る

二
五



一一六

次
一
に
震
央
距
離
約
百
七
十
粁
以
上
の
所
に
あ
る
観
測
所
の
報
告
に
よ
る
殺
震
時
と
震
央
距
雌
と
の
関
係
を
見
る
に
、
旦
議

に
得
ら
れ
た
一
P
波
走
時
曲
線
よ
ら
傾
皮
小
な
る
一
直
線
を
以
℃
連
ね
得
ら
れ
る
。
郎
ち
此
の
走
時
曲
線
は

p
波
の
走
時
曲

線
で
あ
っ
て
J
P
波
走
時
曲
線
と
の
交
姑
は
闘
に
一
不
す
荻
に
震
央
距
離
約
百
六
十
五
粁
前
後
に
在
る
と
思
は
れ
る
。
郎
ち
此

の
距
離
百
六
十
五
粁
前
後
の
所
に

p
波
と
一
P
波
の
同
時
に
地
表
に
到
達
す
る
所
謂
轄
向
困
が
存
在
す
る
ム
推
察
出
来
る
。

ぺ
S
波
及
S
波
の
走
時
曲
線

震
央
距
離
約
二
百
粁
以
上
の
位
置
に
あ
る
初
測
所
の
記
象
紙
に
於
て
、
縦
波
中

p
波
が
験
測
さ
れ
し
如
ノ
¥
横
波
も
二
段

代
表
は
れ
、
創
ち
一
S
波
が
験
測
当
れ
た
。
而
し
て

S
波
の
験
測
さ
れ
た
湖
測
所
の
放
は
、
一
P
波
の
験
測
さ
れ
た
観
測
所
の

数
よ
A
Y
も
逢
に
多
く
あ
っ
た
。

是
等
S
波
及
、
ぴ
一
S
波
と
最
初
に
現
は
れ
た
縦
波
と
の
夜
震
時
差
郎
ち
初
期
微
動
絵
模
時
間
p
i
s
、一
P
1
5
、
P

1
一S

値
(
第
一
表
観
測
表
中
に
記
載
)
を
各
観
測
所
の
報
告
に
よ
る
縦
波
殺
震
時
に
加
へ
て
プ
S
波
及
S
波
の
走
時
曲
線
を
求

む
る
に
第
四
国
中
一
S
及
S
を
以
て
一
不
す
如
く
、
各
略
一
直
線
と
な
る
。
而
し
て
一
S
波
走
時
曲
線
E
f
一S
波
走
時
曲
線
と
の
交

'
り
郎
・
ち
轄
向
闘
の
位
置
は
固
に
よ
っ
て
、
縦
波
と
等
し
く
路
震
央
距
離
約
百
六
十
五
粁
前
後
で
あ
る
事
が
判
る
。

コ
各
波

(
P
波、

-P
波、

S
波、

-S
波
)
の
速
度

各
波
の
走
時
曲
線
の
、
最
も
遁
蛍
と
思
は
れ
る
震
央
距
離
二
百
粁
乃
至
五
百
粁
の
範
閏
に
於
け
る
各
曲
線
の
傾
皮
か
ら
各

波
の
不
均
の
速
度
を
求

U
れ
ば



H
J舟

H
U・0
賞
・
¥
寺

】

γ持
H
4・U
ミ

∞
向
付
H
h
ω

・
∞
ヒ

md持
H
恥・

ω

、

を
得
る
。
而
し
℃
是
等
求
め
ら
れ
た
速
度
は
、
今
迄
の
地
震
調
査
に
依
っ
て
得
ら
れ
た
速
度
ξ
殆
ど
一
致
し
て
ゐ
る
も
の

で
あ
る
。

三
、
震
源
の
深
さ
の
決
定

初
期
微
動
機
縫
時
間
と
一
震
央
距
離
と
の
関
係
、
印
ち

P
I
s
-
ム
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
営
描
け
ば
第
五
闘
の
如
く
な
る
。

走
時
曲
線
に
於
て
迷
べ
た
る
如
く
，
本
地
震
に
於
て
は
、

s
波
及
一
S
波
が
明
ら
か
に
区
別
し
て
観
測
し
得
ら
れ
た
の
で
，

闘
に
も
一
不
す
如
く
、
震
央
距
離
約
百
六
十
粁
前
後
か
ら
曲
線
が
二
つ
に
別
れ
て
描
か
れ
た
。
却
ち
曲
線
が
分
岐
す
る
震
央

距
離
約
百
六
十
粁
以
内
の
曲
線
は
-
P
波
と
一
S
波
の
到
着
時
差
、
印
ち
一

r
l一S
に
封
す
る
も
の
で
あ
b
、
距
離
百
六
十
粁
以

上
に
あ
る
曲
線
の
中
.
傾
度
の
小
な
る
曲
線
は
P
波
と
S
波
と
の
到
着
時
差
、
郎
・
ち
p
j
S
に
卦
す
る
も
の
で
あ
b
、
又
傾

皮
大
な
る
曲
線
は

p
波
と
一
S
波
と
の
到
着
時
差
、
郎
ち
p
!一S
に
卦
す
る
も
の
で
あ
る
。

震
源
の
深
さ
を
求
ひ
る
に
際
し
て
、
震
源
が
地
下
深

3
所
に
存
在
す
る
も
の
は
，
震
波
の
停
播
軌
道
の
輝
一
ケ
曲
も
亦
大

に
し
て
、
震
波
速
度
の
深

3
に
依
っ
て
相
遣
す
る
事
も
亦
激
し
い
事
等
よ
ι
夕
、
震
源
の
深
志
は
容
易
に
は
求
め
ら
れ
な

二
冠
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い
が
、
震
源
の
浅

3
所
に
存
在
す
る
地
震
に
於
て
は
、
殊
に
不
連
縫
屠
よ
λ

リ
浅

3
所
に
震
源
の
位
置
を
有
す
る
地
震
に
於

て
は
.
震
波
速
度
も
路
一
定
し
、
震
波
も
亦
直
進
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
事
が
許
3
れ
て
ゐ
る
。
且
又
震
央
距
離
二
三
百

粁
位
迄
は
地
表
面
の
曲
卒
を
無
説
し
得
る
事
も
許
容
3
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
震
央
距
離
ム
と
震
源
の
深
S
h
と

初
期
微
動
絃
緩
時
間
t
と
の
関
係
は
ピ
タ
ゴ
ラ
ユ
の
定
理
に
依
っ
て

ト

凶

十

A
V
~
h
F
P
H凶

ロ
+
b凶

時

H
3
~

む
よ
ヤ

bzrsHI

と
な
る
、
是
等
の
関
係
か
ら
μ
及
ん
の
平
均
の
伎
は

~ 
1-:> 

I1 

月初引百 MII
時計戸|日~~ ;: 

I I I 
/ヘ It"ヘ
ロ;..J

ト-1 1 ト4

、-" I '--ノ

品 It> 

F

日
大

可

M
k
y
v
l
(
D
l
H
)
b
~

ド喝
炉d

の
二
式
よ

b
得
ら
れ
る
。

扱
、
以
上
の
式
に
代
入
す
べ
き
t
の
値
で
あ
る
が
、
本
震
に
於
て
は
t
に
釣
し
て
、

一P
1
5
、
p
i
s
-
p
i一S
の



J

一一一一一

三
種
あ
る
。

併
し
式
の
仮
定
が
震
波
速
度
の
一
定
と
、
震
波
の
直
進
す
る
事
と
地
表
面
の
曲
率
を
無
親
し
得
る
範
固
と
え
』
れ
・
℃
ゐ
る

故
に
，
是
等
三
種
の
初
期
微
動
縫
績
時
間
中
、
縦
波
も
皆
、
波
も
不
連
緩
屠
を
く
川
、
ら
ず
‘
直
接
に
観
測
所
に
到
達
す
る
一
P

波
と
S
波
，
と
の
組
合
よ

b
成
る
初
期
微
動
繕
穣
時
間
一

P
!一
S
を
用
ふ
可

3
で
あ
る
乙
と
は
勿
論
で
あ
る
。

本
震
に
於
て
は

p
l一S
の
観
測
さ
れ
た
観
測
所
は
宰
に
し
て
、
総
べ
℃
地
表
面
の
曲
率
を
無
視
し
得
る
震
央
距
離
約
百
六

十
粁
以
内
に
あ
っ
℃
、

且
曲
線
の
上
か
ら
見
℃
可
成
信
用
が
置
け
る
と
思
は
れ
る

F
l一
S
値
を
験
測
し
得
た
観
測
所
の

教
も
多
く
あ
っ
た
。
故
に
是
等
の
一
P
I
L
S
植
を
用
ひ
て
求
め
た
次
の
本
震
の
震
源
の
深
3
は
可
成
信
用
の
於
け
る
も
の

で
あ
る
。

著
者
が
最
も
諸
官
と
し
て
用
ひ
た
一
p
l一
S
値
は

筑前布熊東甲沼横

波

山橋良谷京府津潰

二九九七六五五五全
二 七一五四二一 O 什

t
秒

山ハ・山ハ

ム
ハ
・
七

六
・
八

七
・
五

九
・
九

一一・九

一一一一・五

一四・二



i百長松

松 野 本

一
二
八

一
五

O

一
五
二

一
穴
・

o

一
七
・
二

一
八
・

o

以
上
十
一
筒
mm
の
佐
で
あ
っ
て
.
求
め
ら
れ
た
k
及
震
源
の
深
さ
は

huh
∞・
ω
。

b

H

M

∞・∞誇

と
な
っ
た
。

目
疋
を
園
富
技
師
の
十
秒
等

p
l
s
線
の
短
企
・
筏
よ

b
震
源
の
深
さ
を
求
む
る
公
式

~
r
H
C
4
1
H
・0
主
)

(
ず

H
論
令
治
問
)

を
用
以
て
験
す
る
時
、
本
震
の
十
秒
等

p
l
s
線
の
一
短
竿
径
は
七
十
粁
で
あ
っ
て

出

HH
区
誇

と
求
め
ら
れ
‘
嚢
に
著
者
が
求
め
た
る
深
さ
と
金
く
一
致
す
る
。
故
に
本
震
の
深
さ
を
二
十
三
粁
と
決
定
す
る
。

四
、
不
一
期
績
居
の
深
さ
の
決
定

不
連
緩
屠
の
深
3
を
求

U
る
に
並
日
遁
用
ふ
る
公
式
は

夫
、
J
K
V
J
(
包
1
3
8
ω
Q十
b
u一言

で
あ
っ
て
、
設
に
h
は
震
源
の
深
3
-
ム
は
震
央
か
ら
縛
向
園
迄
の
距
離
、

d
は
不
運
績
層
の
深
当
で
あ
る
。
叉

α
は



'凶

震
波
の
第
一
一
暦
か
ら
第
二
一
層
に
入
る
入
射
角
で
あ
っ
て
、
従
つ
℃

ロ

〆l~

〈
H
h
w吋

i
淘
R
Hゆ
F
W
hい
加
問
問
問

〈
回
一
濃
い
滴

F

刊
号
51
か
悌
同
門

で
あ
る
。

本
震
に
於
て
は
震
源
の
深
さ

出

uHMω

・∞希

ム
は
走
時
曲
線
よ

b

AV-E-u当・

包
き
は
本
震
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
一
S
波
と
S
波
の
速
度
を
用
ひ
て

∞・∞∞

ム
コ
ミ

i
l
l
-
-
H
0
・ヨロ
0

5

t

E

|

中・

ω
c

。。ω
内

M
H
O
-
0
0
0恥

故
に
是
等
の
値
を
代
入
し
℃
不
漣
綾
層
の
深
誌
を
求
む
れ
ば

島

H
B
-
S
4

卸
ち
約
四
十
四
粁
と
な
る
命
今
迄
求
め
ら
れ
た
本
邦
に
於
け
る
不
連
総
暦
の
深
誌
を
表
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。



昭大昭陪大大

和正 和平11 lE lE. 

三十二二十十

年二平年五四 地

八年十三年年

月九月月八五

二月 二七月 月

十一十日三二

二日ーヒヰじ日寸4

日J:s手ζ 

日 開日丹東三

熊束中後京日

本大越烈湾北

縁地 強震強但

川震震 震お

地 強 名

長A工骨t 震

深さ蓮不

三三 三四四四
居鶴

プミ九四五二二野
の

長b寺乏3 

源
σ〉

一一一 一一 一四三 深さ
O 八八四 O 三好

隼図図図鷺手11
算

田宮宮寓坂建

定

公信信信清清

。

地一一一信夫
者

』

五
、
'
三
種
の
初
期
微
動
縫
緩
時
間

(一

P
1
5
E
p
l
S
E
p
l
一S
)
と
震
源
距
離
及
震
央
距
離
と
の
関
係

義
に
第
三
項
に
て
，
本
震
に
於
て
は
、

ニ
穫
の
初
期
微
動
継
綾
時
問
、
印
一
p
i
g
-
p
i
s
-
p

i
一S
の
観
測
値
が
得

ら
れ
た
事
を
述
べ
た
が
、
木
震
の
如
く
斯
く
明
か
に
S
、
-S
が
区
別
主
れ
℃
、
従
っ
て
三
種
の
初
期
微
動
機
緩
時
間
が
観

測

3
れ
災
地
震
調
査
の
報
告
は
今
迄
・
な
か
っ
た
荻
に
思
ふ
。
但
し
和
建
技
師
が
但
馬
地
震
の
調
査
に
於
て
一
S
波
の
存
在
の

食
め
初
期
微
動
が
後
雑
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
事
は
言
は
れ
て
あ
る
が
、
区
別
し
て
数
値
は
翠
げ
て
-
な
か
っ
た
。
是
等
三

経
の
初
期
微
動
縫
緩
時
間
は
夫
々
性
質
の
相
遣
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
震
源
距
離
と
の
関
係
郎
ち
震
源
距
離
を

ム
‘
初
期
微
動
緩
槙
時
間
を
t
と
し
て

一五



一......... 
/、

A
Y
H
a
h
q
h
 

の
関
係
に
あ

b
と
す
れ
ば
、

t
の
性
質
に
ょ
っ
℃
た
の
値
が
遺
っ
た
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
。

故
に
震
源
距
離
に
卦
し
て
今
求
め
ら
れ
た
三
種
の

t
に
采
ず
べ
き
k
の
値
を
共
の
各
々
に
就
い
て
求
め
る
事
は
興
味
あ
る

(イ)問
P 題
!と
S 思

値 A
t乙
野
す
る
k 
の
イ直

一
P
l
-
S
値
に
封
す
る
た
の
値
は
既
に
震
源
の
深

3
を
求
む
る
に
際
し
て

~rH
∞・∞。

と
求
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

ロ

p
l
s
値
に
卦
す
る
k
の
値

本
震
に
よ
っ
て

p
i
s
伎
の
験
測
さ
れ
た
観
測
所
の
位
置
は

B

殆
ど
全
部
震
央
距
離
二
百
粁
以
上
に
あ
る
。

本
震
の
震
源
の
深

3
二
十
三
粁
に
卦
し
て
、
乙
の
震
央
距
離
二
一
臼
粁
に
卦
す
る
震
源
距
離
は
二
百

O
一
粁
余
と
な
っ

て
‘
震
源
距
離
と
震
央
距
離
と
は
殆
ど
一
致
し
℃
ゐ
る
。

故
に
震
央
距
離
二
百
粁
以
上
の
観
測
所
の
震
源
距
離
は
全
く
震
央
距
離
に
等
し
い
と
見
る
事
が
出
来
る
。

3
れ
ば
、
設
に
用
ふ
る
関
係
k
V
H
~
誌
の
ム
は
震
源
距
離
で
あ
る
と
同
時
に
震
央
距
離
で
あ
る
の
で
、
求
む
る
k
も
亦
，

震
源
距
離
に
封
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
震
央
距
離
に
封
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
乙
の

p
l
S
に
針
す
る
た
を
求
め
て
見
ょ
う
。
弦
に
用
ふ
る
観
測
所
の
値
は

p
j
S
曲
線
か
ら
割
A
口
に
正
し
い
と



思
は
れ
る
者
の
み
を
選
ん
が
μ
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以
上
二
十
五
箇
所
の
た
の
値
平
均
ど
求
ひ
れ
ば

~rH
。・∞。

左
な
る
。
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P 

S 
Iζ 
封
す
る

の
イ直

p
l
一S
の
験
測
さ
れ
た
観
測
所
の
位
置
も
p
l
S
の
験
測

3
れ
た
観
測
所
と
等
し
く
‘
殆
ど
全
部
が
震
央
距
離
二
百
粁
以

上
の
位
置
に
あ
る
の
で
本
震
の
震
源
の
深
さ
に
封
し
て
は
是
等
観
測
所
の
震
源
距
離
と
震
央
距
離
は
全
く
等
し

3
も
の
と

な
る
。
故
に
次
に
求
hu
る
た
の
値
は
、
震
源
距
離
に
針
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
震
央
距
離
に
針
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に

p
l
-
S
に
封
す
る
h
の
値
を
求
め
て
見
ょ
う
。
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以
上
二
十
九
筒
所
の
k
の
値
の
卒
均

k
求

U
れ
ば

同一

H

。-D
M

L
L
な
る
。

由一

k
の
意
義

以
上
求
め
た
る
k
の
佐
を
ま
と
め
て
見
る
と

可
1

∞
お
時
一
}
叫
か
即
日
∞
・
∞
。

】

V
I
m
-門
出
市
匂
斗
以

w
-
H
C
・∞。

可

l
m
R段
斗

以

W
H
O
-
s

と
な
る
。
但
し
是
等
求
め
ら
れ
た
k
の
値
は
本
震
に
依
っ
て
得
ら
れ
た
値
の
み
で
あ
る
か
ら
、

一
般
に
直
に
用
ふ
る
乙
と

は
早
計
で
あ
っ
て
、
更
に
他
の
種
々
の
地
震
に
よ
っ
て
是
等
の
依
を
求
め
て
吟
味
し
・
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
勿
論
で
あ
る
。

併
し
本
震
に
依
っ
て
得
ら
れ
た
是
等
初
期
微
動
舷
続
時
間
は
可
成
正
確
に
議
み
取
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
求
め
ら
れ

た
k
の
値
も
相
品
目
田
信
用
の
置
け
る
も
の
で
、
他
の
地
震
に
よ
っ
て
求

U
る
も
、
略
本
震
に
よ
っ
て
符
ら
れ
た
k
の
値
比
近



い
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

扱，

H
一必等
h
の
値
の
意
味
で
あ
る
が
，
一

p
l一β
値
に
封
す
る
k
の
値
は
勿
論
震
源
距
離
に
封
す
る
も
の
で
震
央
距
離
に

は
流
用
問
来
な
い
。
併
し
P
1
1
S
航
及
P
1
1
一S
住
民
封
す
る
k

の
位
は
震
源
距
離
に
到
し
℃
も
亦
震
央
距
離
に
鈍
し
て
も

使
用
出
来
る
古
の
で
あ
る
事
は
先
に
述
べ
た
遁

b
で
あ
る
。

一
般
に
震
源
の
深
浅
に
よ
っ
て
、
震
央
距
離
等
し

3
同
一
観
測
所
の
初
期
微
動
継
緩
時
間
は
著
し
く
相
遣
す
る
か
ら
、
.

震
央
距
離
に
封
す
る
一
般
公
式
は
求
め
ら
れ
な
い
。

併
し
不
運
緩
屠
よ
λ

ソ
浅

3
所
に
起
る
地
震
の
震
源
は
多
く
二
三
十
粁
の
深
3
に
あ
っ
て
、
此
の
震
源
の
深
芯
に
卦
し
て

は
、
震
央
距
離
二
三
百
粁
以
上
に
あ
る
観
測
所
の
震
源
距
離
は
る
一
く
震
央
距
離
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

而
か
も

p
l
s
値
及
び

p
l一S
値
の
観
測
さ
れ
る
観
測
所
は
、
多
く
乙
の
震
央
匝
離
曹
と
震
源
距
離
の
一
致
す
る
こ
三
百

粁
以
上
の
距
離
に
あ
る
が
普
通
で
あ
る
。

故
に
、
震
源
が
浅
い
と
思
は
れ
る
地
震
の
震
央
距
離
二
三
百
粁
以
上
の
観
測
所
の
初
期
微
動
機
緩
時
間
に
卦
し
℃
は
震

央
距
離
ム
に
封
ず
る
公
式

澗
治
問
譲
A
Y
H
宮

が
意
味
を
有
官
る
事
に
な
る
。

之
の
意
味
に
於
て
義
一
に
求
め
た
、

P

1

S
及
p
!
一S
に
劃
す
る
こ
つ
の
k
の
位
も
元
来
は
震
源
距
縦
に
卦
す
る
も
の

四



四

で
あ
る
が
、
叉
震
央
距
離
に
封
し
て
も
詳
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
て
.
賞
際
の
問
題
に
於
℃
は
震
央
距
離
に
封
し
℃
使
用

す
る
が
便
宜
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
放
に
考
慮
す
べ

3
事
は
‘
本
震
に
よ
っ
て
符
ら
れ
た
結
呆
か
ら
も
判
る
様
に
P
1
S

'
に
卦
す
る
k
の
値
と
，

P
1一S
に
封
す
る
ん
の
値
と
は
可
成
相
還
し
て
ゐ
る
の
で
‘
一
般
に
何
れ
の
k
の
伎
を
使
用
す
べ

ad
か
は
問
題
で
あ
る
。

却
ち
一
見
し
て

p
l
S
と
p
l一S
を
区
別
す
る
事
は
困
難
な
事
で
あ
る
か
ら

.s波
と
一
S
波
と
何
れ
が
明
瞭
に
出
る
か

を
明
ら
か
に
し
て
置
く
事
が
大
切
で
あ
る
。

著
者
が
本
地
震
の
調
査
に
よ
ら
得
た
経
験
に
依
れ
ば
、
殆

E
総
べ
て
の
記
象
紙
に
於
℃
、
一
S
波
が
著
し
く
明
瞭
に
出
て

ゐ
て
S
波
は
一
S
波
に
比
し
て
そ
れ
程
明
瞭
に
顕
は
れ
て
ゐ
・
な
か
っ
た
。

乙
の
結
果
、
各
観
測
所
の
報
告
に
よ
る
要
覧
所
載
の
初
期
微
動
継
緩
時
間
の
大
部
分
が
、
著
者
の
験
測
し
た
P
土
S
値

に
よ
く
符
合
し
て
ゐ
た
。

p
l
s
値
は
著
者
自
身
が
験
測
し
た
も
の
以
外
に
は
各
観
測
所
よ

b
初
期
微
動
継
績
時
間
と
し
て
報
告
主
れ
た
も
の
は

殆
ど
無
か
っ
た
。

，
乙
の
事
か
ら
考
へ
る
時
、
一
般
に
は

p
l一S
が
初
期
微
動
機
績
時
間
と
し
て
観
測
さ
れ
る
事
が
多
い
様
に
思
は
れ
る
リ

r

故
に
震
央
距
離
に
勤
し
℃
、
初
期
微
動
縫
緩
時
間
に
采
す
べ

3
k
の
一
位
は
p
l一S
値
に
封
ず
る
ん
の
値
を
別
ふ
る
方
が

趨
営
と
推
察
当
れ
る
。



併
し
‘

之
の
k
の
値
及
び
共
の
た
の
何
れ
を
震
央
距
離
に
使
用
す
べ
き
で
あ
る
か
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
今
迄

材
料
も
余
λ

リ
な
く
，
叉
論
ぜ
ら
れ
た
乙
と
も
な
い
の
で
、
本
地
震
一
つ
の
調
査
結
果
か
ら
余
タ
論
ず
る
事
は
出
来
、
な
い
。

乙
の
問
題
に
就
い
て
は
他
日
機
を
符
て
更
に
研
究
し
て
見
た
い
と
思
ム
。

本
稿
を
終
る
に
臨
み
ん
、
種
々
御
指
導
下
さ
っ
た
岡
田
先
生
に
厚
く
御
鵡
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
G

(

昭
和
四
年
十
一
月
)
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